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学習目標と狙い

管理会計について、基本的手法からキャッシュフロー分析に至るまで、客観的
なデータにもとづき意思決定を行う場合の管理会計の活かし方、さらには業績
管理における管理会計の活かし方を学ぶ。
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管理会計についての基本的な見方を学ぶことができ、実業務でも役立っています。

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

すべての階層で共通するコンピテンシー（グローバル）

すべての階層で共通するコンピテンシー（イノベーション）

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

第1回 管理会計とは何か・短期的意思決定
第2回 損益分岐点分析・長期的意思決定（１）(フリーキャッシュフローとWACC）
第3回 長期的意思決定（２）（NPV、IRR、回収期間法）
第4回 標準原価計算、直接原価計算、活動基準原価計算(ABC)
第5回 業績管理の仕組み
第6回 企業価値の評価とそれを創造する仕組み

【概要】
勘と経験だけでは生き残れない ― めまぐるしい環境変化に即応し、的確な手を打つ
ためには、定性的な情報を定量的な情報（データ）に置き換えて分析し、その結果に
裏打ちされた戦略立案が不可欠です。そして、こうした経営管理を行ううえで、「管
理会計」は極めて有効なツールとなります。
本講座では、その管理会計について、基本的手法からキャッシュフロー分析に至るま
で、客観的なデータにもとづき意思決定を行う場合の管理会計の活かし方、さらには
業績管理における管理会計の活かし方を、事例を交えながらわかりやすく解説します。


